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Abstract
本研究の目的は，司書教諭の専門的職務について「カリキュラム・マネジメント」との関わり
から明らかにすることである。まずアメリカにおける「カリキュラム・マネジメント」の要素につ
いて検討し，次に日本における「カリキュラム・マネジメント」論の受容と展開について検討した。
そのうえでアメリカと日本の「カリキュラム・マネジメント」と学校図書館との関りを比較検討し
た。その結果，学校図書館法に学校図書館経営を掌ると規定されている司書教諭の専門的職務には，
学校経営における「カリキュラム・マネジメント」への支援が含まれるという結論に達した。
The purpose of this study is to clarify the professional duties of teacher-librarians in 
relationship with curriculum management. First, the elements of curriculum management in the 
United States were examined in detail, and then the acceptance and development of curriculum 
management theory in Japan were comparatively verified. After that, the close examination in 
the relationship between curriculum management and school libraries in both countries was 
discussed. As a result, it was concluded that among the professional duties of teacher librarians 
stipulated in the School Library Act, the support for curriculum management is a crucial phase 
in the whole school management which teacher librarians can take on.
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1．序論
1.1　研究の動機
　2016年12月に教育課程に関する答申１では、
「第４章　学習指導要領等の枠組みの改善」に
おいて「社会に開かれた教育課程」として、特
に「（２）教育課程を軸に学校教育の改善・充
実の好循環を生み出す『カリキュラム・マネジ
メント』の実現」２がうちだされ、2018年告示
の学習指導要領総則では、「図書館、博物館、
美術館等の活用を図り、情報の収集や鑑賞等の
学習活動を充実する」３と方向性が示された。
　従来、学校図書館が学校のカリキュラムをど
のように支援するかということについては具体
的な方策がしめされてこなかった。日本の学校
図書館における経営課題の一つは、学校図書館
がカリキュラムや子どもたちの学習課程に直接
サービスをする位置付けになっていない（根本
2002）ということにある。
　そこで、現行学習指導要領で重視されている
教科横断的な学習を方向づける「カリキュラ
ム・マネジメント」には、専門的な知識・技能
を有する司書教諭の役割が一層重要（森田
2018）になるのである。これは学校図書館の機
能を活用しなければ十分な効果があげられない
ことを指摘してきたことである。
　カリキュラムに学校図書館活用を入れるため
には、「カリキュラム・マネジメント」をふま
えた学校経営において、司書教諭が学校経営に
参画するための方策について検討する必要があ
ると考える。
　文部科学省が定義するカリキュラム・マネジ
メントとは「各学校が設定する学校教育目標を
実現するために、学習指導要領等に基づき教育
課程を編成し、それを実施・評価し改善してい
くことが求められそれを実施・評価し改善して
いくことである」４とある。「教育課程の編成」
として「（２）各学校においては、児童や学校、
地域の実態及び児童の発達の段階を考慮し、豊
かな人生の実現や災害等を乗り越えて次代の社
会を形成することに向けた現代的な諸課題に対
応して求められる資質・能力を、教科等横断的
な視点で育成していくことができるよう、各学
校の特色を生かした教育課程の編成を図るもの
とする。」５とある。
　一方、学校経営においては、中央教育審議会
は2007（平成19）年に、教育基本法の改正６を
受け、学校教育法37条９項７を改正した。そこ
では新しい職の主幹教諭や指導教諭が創設され
た８。2008（平成20）年に主幹教諭は、「校長（副
校長及び教頭を助け、命を受けて校務の一部を
整理し、並びに児童の教育をつかさどる」とさ
れている。司書教諭は、「主幹教諭、指導教諭
又は教諭をもって充てる」９とある。つまり、
司書教諭の任務は教育方法学で言うところの
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「カリキュラムと教授」10に非常に近い位置に
あるといえる。
　そこで、学校図書館によるカリキュラム支援
は司書教諭によるカリキュラム・マネジメント
と捉えることが出来るのではないかという仮説
を設定する。
1.2　研究の目的と方法
　本研究の目的は、学校図書館とカリキュラ
ム・マネジメントとの関わりから司書教諭の専
門的職務と職位について考察することにある。
具体的には学校経営におけるカリキュラム・マ
ネジメントと学校図書館がどのように関わるか
を明らかにし、司書教諭の専門的職務について
検討する。そのうえで学校図書館の専門的職務
を掌る司書教諭がその職務を遂行するためには
どのような職位が望ましいかを検討する。
　そこで、次の研究課題を設定する。
　第１に、そもそもカリキュラム・マネジメン
トとはどのような理論なのか、アメリカにおけ
るカリキュラム・マネジメント論の特徴と構成
要素について明らかにする。次に、カリキュラ
ム・マネジメントが日本に紹介されて以来、ど
のように展開し発展してきたかについて検討す
る。
　第２に、戦後、日本の学校図書館は教育改革
の一環としてアメリカの学校図書館を参考にし
てきたことをふまえ、アメリカの学校図書館活
用の推進をになうメディアスペシャリストとカ
リキュラムの関わりと、日本の司書教諭とカリ
キュラムとの関わりについて、両者の職務と職
位の視点から比較し検討する。
　第３に日本にカリキュラム・マネジメントが
紹介されて以来、日本では司書教諭がカリキュ
ラム・マネジメントにどのように関わってきた
か、司書教諭のカリキュラム・マネジメント参
画事例と職務遂行におけるカリキュラムへの認
識を分析する。
　本研究は文献研究である。なお、カリキュラ
ム・マネジメントはドット（・）を入れる場合
とカリキュラムマネジメントと一語で言う場合
とがあるが、本稿では文部科学省の用例に従い、
書誌などを除きカリキュラム・マネジメントの
表記に統一する。
1.3　先行研究
　教育の質の向上や改善を目指して現行学習指
導要領に学校教育でのカリキュラム・マネジメ
ントの重要性が説かれているように現代では、
学校図書館の専門的職務を掌る司書教諭の教育
課程支援は、教科授業や読書活動への支援だけ
ではなく、学校の教育課程の編成・実施・改善
等の活動や教科外の活動等、学校教育全体の教
育活動を視野に入れた支援が必要である。
　司書教諭は1997（平成９）年の改正により「第
五条　学校には、学校図書館の専門的職務を掌
らせるため、司書教諭を置かなければならな
い。」11と規定され、第２項に「前項の司書教
諭は、主幹教諭（養護又は栄養の指導及び管理
をつかさどる主幹教諭を除く。）、指導教諭又は
教諭（以下この項において「主幹教諭等」とい
う。）をもつて充てるとある。
　しかし、そこには司書教諭は教諭をもって「充
てる」という兼職の規定があるだけで学校図書
館に関わる職務に専念する時間の保障について
は定められていない。
　そこで、塩見は、司書教諭が兼職であること
の根本的な課題に関する解決方策を、「カリキュ
ラム整備の教務主任と並ぶような位置づけ」の
司書教諭に求めることも可能である（塩見、
2015.）。その際の司書教諭の職務を塩見は、学
習環境整備とその利活用の計画・運営を中心的
な任務12としている。
　学校図書館の教育課程支援の先行研究では、
司書教諭が教育課程にどのようにかかわるかと
いう議論がなされ、司書教諭が教員として「学
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校図書館利用指導計画」を作成し教育課程の編
成に教務部と連携して参画する活動13や司書教
諭による情報リテラシー教育の一環としての授
業を図書館内で行う活動14、図書館利用を教科
の内容に組み込む活動15、あるいはモデルカリ
キュラムの開発や評価16等、様々に議論されて
きた。
　また、2014年に学校司書が法制化された17こ
とをうけ、司書教諭と学校司書が連携・協働す
ることで学校図書館活用の促進を目指すという
視点で「司書教諭にしても、学校司書にしても、
多様な働き方の現状があるのだから、柔軟にそ
れぞれの能力を最大限に発揮できる現状を作り
上げていくこと、このことが、ひいては、学校
の教育課程の展開に寄与することになる」（松本、
2017）18と学校図書館担当者間の連携・協働の
重要性が指摘されている。
　さらに学校経営に教務主任と並ぶような位置
づけで参画する司書教諭を検討するにあたって、
学校図書館は司書教諭、学校司書、学校図書館
係教諭等によって組織的に運営されており、組
織としての学校図書館経営を掌るのは司書教諭
であることは言うまでもない。主幹教諭が専門
性を持つことで成果に繋がるとされ（奥村、
2010）19。学校組織のミドルリーダーが学校経
営に参画する「巻き込み」プロセスが析出にさ
れている（畑中、2018）20。本稿ではミドルリー
ダーは主幹教諭や指導教諭も含むものとする。
　本稿ではキーワードとなる用語を以下のよう
に定義する。
１）学校経営
　『現代学校経営用語辞典』によれば、学校経
営は「学校における諸活動を計画し、組織編成
して教育効果をあげるのにふさわしい教育機関
としての学校を運営していく統括の作用」21と
ある。それをふまえ本稿では、学校経営を学校
における諸活動を組織的に運営していく統括の
作用とする。
２）司書教諭
　司書教諭は『図書館情報学用語辞典 第４版』
によれば、「『学校図書館司書教諭講習規程』に
よる科目（５科目10単位）を履修した教員で、
任命権者によって司書教諭として発令を受けた
教員」22である。現行の学校図書館法第５条23
では、司書教諭は教諭、あるいは指導教諭、あ
るいは主幹教諭から任命され、校務分掌の一つ
として、学校図書館の専門的職務を掌る者であ
る。学校図書館の専門的職務とは、第140回国
会議事録によれば、「学校図書館を活用して教
育指導全体のレベルアップを図る、つまり教育
活動という面での中核的な役割を担う」24こと
である。また、司書教諭の職務は「①経営的活
動（学校図書館の運営計画の立案と実施など）、
②技術的活動（図書館資料に関する仕事）、③
奉仕的活動（利用者サービス）、④教育指導的
活動（教育課程の編成・展開への協力など）」
25である。それらをふまえ本稿では、司書教諭
とは「学校図書館司書教諭講習規程」による科
目を履修し、任命権者によって司書教諭として
発令を受けた教諭、指導教諭、主幹教諭のいず
れの職位に就く人で、学校教育において学校図
書館を活用した教育指導的活動において中核的
な役割を担う人とする。
３）メディアスペシャリスト
　『図書館情報学用語辞典 第４版』では、「ア
メリカの「学校図書館基準」（1975）によれば、
教育およびメディアについて、学校図書館メ
ディアセンターの専門職員として幅広い教育を
受け、適切な資格を持ち、メディアプログラム
を作成し、これを実践できる能力を備えた人々」26
とある。また、アメリカ・スクールライブラリ
アン協会と教育コミュニケーション工学協会が
『学校図書館メディアスペシャリスト：役割と
責任』において「情報の専門家・教師・学習コ
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ンサルタント」27と規定している。それらをふ
まえ本稿では、学校図書館の専門職員として幅
広い教育を受け、適切な資格を持ち、メディア
プログラムを作成し、これを実践できる能力を
備えた情報の専門家であり教師であるとする。
２．学校教育におけるカリキュラム・マネジメ
ント論
2.1　アメリカにおけるカリキュラムとカリ
キュラム・マネジメントの要素
　1980年代のアメリカの教育改革において、
M. スキルベックはカリキュラム開発と経営に
焦点化し、地方分権化の流れに乗ってカリキュ
ラムの自主的な教育課程開発の権利を学校に置
く べ き だ と 述 べ、SBCD（School Based 
Curriculum Development）28を提唱した。そ
の中で、「教えること学ぶことのプログラムを
デザインする（Design the teaching-learning 
program）」29において、学習の空間（spaces）、
資 源（resources）、 教 材（materials）、 機 器
（equipment）をあげている30。
　一方、カリキュラム・マネジメントの提唱者
であるフェンウィック W. イングリッシュ 31は
『The Curriculum Management Audit : 
improving school quality』32の 中 で、
「Curriculum Audit Management Standard 
One The school system is able to demonstrate 
its control of resource 、 programs、 and 
personal（学校システムは資源、プログラム、
および人員を統制することができる。）」33と述
べている。また、イングリッシュは『Curriculum 
Management for Educational and Social 
Service Organizations』34の な か で「 結 果
（outcomes）のための調和のとれたカリキュラ
ム の 要 素（Factors in Balancing the 
Curriculum）」35の一つとして資源（resources）
をあげている36。Robert L. Larson も『Changing 
Schools from the Inside Out: Small Wins in 
Hard Times ３rd Edition』の中で、カリキュ
ラム・マネジメントが関連する要素として資源、
プログラム、人員（resources、 programs、 and 
personal）37をあげている。
　アメリカにおける学校を基礎とするカリキュ
ラム論やカリキュラム・マネジメント論の構成
要素の一つは資源である。学校の資源は学校図
書館という設備を含んでいる。つまり、アメリ
カのカリキュラム・マネジメント論は学校の基
礎的な設備としての学校図書館活用を前提とし
ているのである。また、資源のほかにプログラ
ムと人員も構成要素として指摘されている。
2.2　日本におけるカリキュラム・マネジメン
ト論の受容と展開
　カリキュラム・マネジメントは2008年の中央
教育審議会答申38では「学習指導要領等の理念
を実現するための、各学校におけるカリキュラ
ム・マネジメントや、学習 ･ 指導方法及び評価
方法の改善を支援する方策」としてあげられ、
日本においてどのように論じられてきただろう
か。カリキュラム・マネジメントが学校教育に
おける用語として論じられたのは総合的な学習
が始まった1998年以降である。1999年に、中留
武昭が総合的学習におけるカリキュラム・マネ
ジメントの役割に言及した39。中留武昭は「各
学校が教育目標達成のために、児童・生徒の発
達に即した教育内容を諸条件とのかかわりにお
いて捉え直し、これを組織化し、能動化するこ
とによって一定の教育効果を生み出す経営活動
である」40と述べ、学校教育の教育目標を達成
するための学校経営活動として説明している。
総合的な学習が導入された2000年以後では、寺
崎千秋は2009年の学習指導要領改訂を視野にい
れ新教育課程が目指すカリキュラム・マネジメ
ントを論じた41。
　また、天笠茂は2009年に「カリキュラム・マ
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ネジメントを実践する」42の中で、個々の教師
の授業力の向上、学校の組織力の向上をカリ
キュラム・マネジメントの確立を通して図るこ
とが提起され、組織に全体を全体として捉える
発想を生むマネジメントこそ新しい学習指導要
領が求めているテーマであることを指摘してい
る。
 2011年の学習指導要領では、学校の自主性・
自律性が拡大され、各学校には特色ある学校運
営が求められている。そのためカリキュラム・
マネジメントは学校運営の変化に対応する手段
の一つとして有効であるとの認識が学校現場に
広がりつつある43。
　また、天笠は、2016年にカリキュラム・マネ
ジメントの定義は、「PDCA サイクルを回す」
「教育内容を相互に関連づけ、横断する」「個々
に捉えられがちな教育内容と条件整備を、一体
として扱う発想であり、手法」の３点であると
述べ44、2017年の文部科学省の方向である「カ
リキュラム・マネジメント」の三つの側面45に
見られるものである。
　カリキュラム・マネジメントは2008年以後、
学校教育のめざす方向を法的に規定する学習指
導要領の中で学校経営の一つの方法として位置
づけられ教育現場で実践46されてきた。Cinii で
カリキュラム・マネジメントと実践事例をキー
ワードとして日本の論文を検索すると2014年２
月3日現在９件ある。2005年に倉本哲男は事例
研究47を発表している。そこではプログラム・
資源・職員・目的・評価等における学校改善の
プロセスを述べている。
　2015年に田村学はカリキュラム・マネジメン
トを「つなぐ」というキーワードを使って教科
横断的に行うことを推奨している48。しかし、
２例とも学校教育の基礎的資源である学校図書
館について明示していない。
2.3　まとめ
　本章では、カリキュラム・マネジメントとい
う教育学の用語をアメリカでの概念と日本語で
の受容と展開を分析し考察した。アメリカのカ
リキュラム・マネジメント論では F. イングリッ
シュが資源（resources）や教材（materials）
の活用を述べている。また、倉本は「教育的資
源（Educational Resources）の課題」49をあげ
ている。アメリカのカリキュラム・マネジメン
トは実践事例にみられるように学校教育の向上
を目指す理論であり、カリキュラム・マネジメ
ントに学校図書館が含まれている。一方、日本
のカリキュラム・マネジメントは、教育方法の
一つとして教科連携の方向で論じられ、学校図
書館との関係について言及され論じられること
が少なかった。
３．学校図書館によるカリキュラム支援
3.1　アメリカのメディアスペシャリストによ
るカリキュラム支援
　エリック M メーヤーは2007年に、「ティー
チャーライブラリアンはネットワークレベルで
働かなければならず、個別のレッスンの代わり
にカリキュラムを管理し、活用技術だけでなく
資料もさまざまな規模のクラスの活動に統合す
る必要がある（the teacher-librarian must also 
work at the network level、 managing 
curriculum instead of discrete lessons、
integrating skills as well as resources into the 
activities of the classroom on a different scale 
）」50とカリキュラムの経営に言及している。
2011年には Kay Bishop によって『Connecting 
libraries with classrooms : the curricular roles 
of the media specialist』51が書かれた。メディ
アスペシャリストによる教育課程支援について
は直近の文献である。そこで、教科課程支援に
おいてメディアスペシャリストがどのような役
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割を果たしているか、「第１章　Connecting 
the School Library to the Curriculum」52から、
メディアスペシャリストによる教育課程支援形
成の経緯に関する概要と実施にあたってのポイ
ントを整理する。第１章の「学校図書館をカリ
キュラムに接続させる」という節において、
1988年 に 刊 行 さ れ た「『Information Power 
Gu ide l ines  f or  schoo l  L ibrary  Med ia 
Programs』53がアメリカでメディアスペシャリ
ストのための量的な手段というよりも質的に最
初の国家規格とガイドラインであった」と指摘
している。
　また、「“The school library media program 
that is fully integrated into the school’s 
curriculum  is central to the learning 
process”（学校のカリキュラムに完全に組み込
まれている学校図書館メディアプログラムは学
習プロセスの中心的である）（p.15）」と述べて
いる。これは日本では、翌1989年に全国 SLA
によって『インフォメーション・パワー：学校
図書館メディア ･ プログラムのガイドライン』54
が刊行された。邦訳の第３章では「学校図書館
メディア・スペシャリスト：役割と責任」で学
校全体のカリキュラム・教授活動立案を援助す
ること。並びに個々の教員に教授計画立案に関
して助言を行うこと」55とある。
　さらに、2007年の「『Standards for the 21st-
Century Learner』56（『21世紀を生きる学習者
のための活動基準』）は、学習者を支援するた
めに、先生と組んでカリキュラムとかかわる学
校のライブラリアンのために十分な機会を提供
する」57と述べている。
　アメリカのメディアスペシャリストは学校全
体のカリキュラムや教授活動を支援する役割を
担い、その点から学校教育に責任をもっている。
また、2017年12月３日に行われた「アメリカの
学校図書館メディアスペシャリスト：アクレ
デ ィ テ ー シ ョ ン 基 準 に 基 づ く competency-
based education と専門職養成」という講演の
中でアメリカミシガン州デトロイトのウエイン
州立大学情報科学部のヘルミナ G.B. アンゲレ
ス ク 教 授 は、SLMS（School Library Media 
Specialist）は「学校の管理職や教員との協働
において、SLMS はカリキュラムに基づくサー
ビスやプログラムの開発やツールの準備を行い、
全ての指導と学びを支援する（in collaboration 
with the school’s administrators and 
teachers、 the SLMS develops and implements 
curriculum-based library services and cultural 
activities）」58と述べた。
3.2　日本の司書教諭とカリキュラムとの関係
　多くの教育関係者は学校図書館が教育課程の
展開に寄与する設備であるという知識はあって
も、学校教育において司書教諭と協働して教育
活動を展開するという司書教諭の専門的職務と
の協働に関する認識は高いとは言えないのが現
状である59。
　根本彰は学校教育と学校図書館の乖離を「多
くの教育関係者にとって、学校教育と学校図書
館は近くて遠い存在だろう」60と指摘し、学校
図書館の位置付けにおいて「日本の学校では、
読書推進を中心にし、学習課程に関わらせるこ
とは課題としては意識されていても、実施され
ているところは限定的であった。その最大の理
由は、これを担当する専門の教職員がきちんと
配置されてこなかったことに代表されるように、
制度的な位置付けが曖昧だったからである」61
と述べている。根本の言う「学習課程」は学校
のカリキュラムに包含されるものであり、学校
図書館を担当する司書教諭の専門的職務と学校
教育のカリキュラムの間には懸隔があると言え
よう。
　佐藤敬子は2004年にカリキュラム・マネジメ
ントの実践において司書教諭による図書館資源
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を活用した事例62を報告した。2007年には塩谷
京子・堀田龍也が、学校図書館教育において情
報活用能力育成指導を、 司書教諭・学級担任・
情報主任が各々の役割や指導内容を明確にした
カリキュラム開発を行うことにより指導状況の
改善につながると述べている63。司書教諭がカ
リキュラム・マネジメントを取り込んだ実践が
行われている事例があるが、司書教諭がカリ
キュラムを意識した取り組みを行うことは学校
の一般的な認識であるとは言い難い。
3.3　まとめ
　1988年 に 刊 行 さ れ た『Information Power 
Gu ide l ines  for  Schoo l  L ibrary Media 
Programs』において、学校図書館とカリキュ
ラムについて、学校図書館の担当者であるメ
ディアスペシャリストとの関連で「学校のカリ
キュラムに完全に組み込まれている学校図書館
メディアプログラムは学習プロセスの中心的で
ある」と明確にされている64。根本は「学校図
書館は読書教育のみならず、教科の展開による
教育課程そのものに密接にかかわっているとい
う欧米で一般的な考え方」があるとのべている
ように、アメリカではメディアスペシャリスト
にはカリキュラム・マネジメントの構成要素で
ある資源（resource）を背景としたプログラム
やシステムを検討しカリキュラムへの支援を推
進する職務がある。
　ブランチ ウールズは、respaces（資源）に
つ い て、『The School Library Media 
Manager』で「入手可能な資源を説明するとそ
れは人と資料である」65と人に言及し、続いて
学校図書館の人ではメディアスペシャリストが
活躍していることを指摘している66。学校図書
館の担当者がカリキュラムにかかわることが前
提となってカリキュラム・マネジメントがある
ことである。
　日本では教科ごとの検定教科書があり、それ
らを基本の教材としているため、多用な資料を
使用するかどうかは教科担当者の判断によって
いる。学校教育のカリキュラム・マネジメント
は、学習指導要領という教育の国家基準をもと
に学校のカリキュラムを全員が共通の認識のも
とに運営するための方策として考えられている。
　以上のようなことから、アメリカと日本でカ
リキュラム・マネジメントという用語の背景に
おいて学校図書館の人と資料が関係しているア
メリカと、必ずしも関係付けられていない日本
という点でカリキュラム・マネジメントという
用語を適用する範囲に差異が生じているといえ
よう。
　文部科学省が「カリキュラム・マネジメント」
の重要性の中で「三つの側面」として取り上げ
ている「１．各教科等の教育内容を相互の関係
で捉え、学校の教育目標を踏まえた教科横断的
な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容
を組織的に配列していくこと。２．教育内容の
質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状
等に関する調査や各種データ等に基づき、教育
課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一
連の PDCA サイクルを確立すること。３．教
育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等
を、地域等の外部の資源も含めて活用しながら
効果的に組み合わせること。」67の３点から、日
本のカリキュラム・マネジメントに関する論文
を国立国会図書館の雑誌記事索引データベース
CiNii Articles から抽出し分類した。１の「教
科横断的な視点」は３件、２の PDCA サイク
ルを確立することでは４件、３の人的・物的資
源等にかかわることでは５件であった。しかし、
そのいずれもが学校図書館とのかかわりについ
ては言及していない。しかし、カリキュラム・
マネジメントにおける学校図書館活用の実践や
学校図書館活用からカリキュラムへの関わりに
ついての実践等の蓄積により、学校図書館およ
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び司書教諭とカリキュラムおよびカリキュラ
ム・マネジメントとの懸隔は徐々に狭まりつつ
あるといえよう。
４．司書教諭の専門的職務と職位
4.1　司書教諭のカリキュラム・マネジメント
参画事例
　学校図書館の活動に言及したカリキュラム・
マネジメント実践の事例では、中学校司書教諭
（当時）の佐藤敬子の報告68がある。「カリキュ
ラムの中に、資料を『読む（探究する）』学習
や『探求の仕方』が、何科で何年生の何月ごろ
に設定されているかを皆が知ること」が必要だ
として、「教科の図書館での調べ学習の際には
（中略）できる限り TT で入るようにしている」69
と述べている。これは、司書教諭がカリキュラ
ム・マネジメントを意識して行った実践である
ところに意義がある。
　しかし、教科横断的な相互の関係や学校経営
における学校図書館の位置付けが明確ではない。
　司書教諭の専門性に特化し、兼務の司書教諭
として学校図書館の組織的な活動から教育課程
の編成に参画した実践には、山上優の報告70が
ある。
　公立中学校の進路主任の山上は「総合的な学
習の時間をはじめとして、各教科間を横断する
学習や調べ学習、課題解決学習の計画など、実
践の中心となる専門職が司書教諭である。教育
課程を編成する校内の委員会でその専門性が活
かされて、本来の役割を果たしたことになる」
71と述べている。具体的には、進路主任および
司書教諭であることから、情報活用能力とコ
ミュニケーション能力を育てる「キャリア教育」
を校内・校外に公開して行っている。司書教諭
がその専門性を発揮するためには「同じ専門職
である養護教諭のような視点で校内組織に位置
付けることも、司書教諭がその専門性を発揮で
きる要件の一つ」72と指摘している。
4.2　司書教諭の現状とカリキュラム・マネジ
メントへの認識
　「学校図書館担当職員の役割及びその資質の
向上に関する調研究協力者告）」73が出された
のは2013年である。そこで学校図書館担当職員
であり、学校図書館経営を掌る司書教諭がどの
ように教育課程支援にかかわっているか、その
課題は何かについて考察する。
　検討する期間は、2013年から直近の2016年ま
でとする。その期間の全国学校による「学校図
書館調査報告」を分析し考察する。
　全国 SLA 研究調査部による「2013年度学校
図書館調査報告」74によると、司書教諭の時間
確保を見ると「時間確保あり」は小学校21％、
中学校10％、高校８％である。職務内容として
は「学校図書館運営計画、年間指導計画、年間
活動計画の作成はもとより、学校図書館メディ
ア選定委員会をリードする役割を担い、図書館
の利活用の指導、教科等の授業の支援、ボラン
ティアとの活動、地域との連携など」等と述べ
ている75。また、年間指導計画に学校図書館が
位置づけられていると答えた学校は、小学校
80％、中学校56.7％、高校38.1％であり、学校
図書館を活用して授業を行う率は校種の対象年
齢が上がるにつれ低くなっている76。司書教諭
の職務遂行のための時間があるのは小学校
9.4％、中学校9.7％、高校8.2％と、2016年の全
国学校図書館協議会による学校図書館の現状調
査では学校図書館の整備方針を学習に役立つ蔵
書の充実としている学校の割合は、小学校で
90.4％、中学校で88.9％、高等学校で83.8％で
ある。学校図書館法第２条の「教育課程の展開
に寄与」する学校図書館として、学習センター
としての意識が徐々に浸透してきた結果といえ
る。しかし、学校図書館の経営を掌る司書教諭
の活動時間は、司書教諭の配置率が小学校で
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65.7％、中学校で63.0％、高等学校で86.3％と
漸次高くなっているにかかわらず、週平均で小
学校では4.2時間、中学校では9.5時間、高等学
校で11.1時間と十分な活動時間が確保されてい
るとはいいがたく、時間の確保が課題であった。
司書教諭の職務遂行のための時間確保がされて
いる学校は2014年では小学校11.3％、中学校
13.9％、高校6.2％と更に少なくなっており、あ
ると答えた学校でもその時間は、週あたり小学
校3.7時間、中学校4.6時間、高校4.5時間と少な
い77。
　2003年から開始された新しい司書教諭養成科
目の「学校経営と学校図書館」には、司書教諭
の職務に学校図書館の教育課程支援という項目
があり、たとえ、司書教諭にその意識があった
としても、学校現場の現状では、時間がかけら
れないという制限がある。年間指導計画に学校
図書館が位置づけられていない学校があること
を考えれば、学校教育全体を見通しての学校図
書館による教育課程支援についての言及がない
ことは当然の帰結であるといえよう。そこで、
2013年・2014年と全国 SLA 研究調査部による
報告書では司書教諭の職務遂行時間の確保を強
く訴えている。司書教諭の職務遂行のための時
間確保が難しい状況は2015年度でも見られ、職
務遂行のための司書教諭の時間が確保されてい
るのは小学9.7％、中学校13.6％、高校8.3％で
ある。しかし、2015年度の報告で全国 SLA 調
査部は文部科学省が2014年に出した「学校図書
館法の一部を改正する法律の公布について（通
知）」において「3. 留意事項（４）」に、「多く
の司書教諭がその職責を十分に果たせるよう、
担当授業時間数の軽減や校務分掌上の工夫をは
かること」と時間数軽減にふれていることにふ
れ、そのことは「学校図書館の本来の機能が十
分に活用されて、学校教育に寄与するためには
司書教諭の存在が欠かせないことを示している
のではないか」と述べ、「司書教諭の活動時間
の確保が必要であり、各教育委員会や学校で対
処されなければならない」78と指摘している。
　2016年度の報告では、職務遂行のために司書
教諭の活動時間は、週あたり小学校4.2時間、
中学校9.5時間、高校11.1時間と2015年報告より
良くなっている79。2016年度の報告では、2014
年の「学校図書館法の一部を改正する法律の公
布について（通知）」に「３．留意事項（４）」
には「３．留意事項」に「多くの司書教諭が学
級担任等を兼務している現状に鑑み、司書教諭
がその職責を十分果たせるよう、担当授業時間
数の軽減等の校務分掌上の工夫等を図ること」
80とあることを引用し、「司書教諭個人の工夫
や努力はもとより、学校の組織運営の中で管理
職をはじめ、全職員の協力と理解の上に司書教
諭の時間確保がなされ、その職務に専念できる」
と学校の組織運営の重要性を指摘した文言がみ
られた。そのように、学校の組織運営の重要性
を指摘したことは、2017年の学習指導要領に登
場するカリキュラム・マネジメントが学校の組
織運営をカリキュラム運営の視点でとらえマネ
ジメントサイクルを回すことであることに照ら
し合わせ、学校図書館の経営を掌る司書教諭の
職務を学校経営のマネジメントサイクルにおい
て考えようとする意識が明確になってきたこと
であるといえよう。
　文部科学省は2017年３月に「平成27年度公立
小・中学校における教育課程の編成・実施状況
調査の結果について」81と「平成27年度公立高
等学校における教育課程の編成・実施状況調査
の結果について」82を報道発表した。それによ
ると、カリキュラム・マネジメントの確立に向
けた授業研究、校内研修等の取り組を実施して
いる小学校は37.5％、中学校32.2%、高等学校
21.0％である。
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4.3　まとめ
　日本の司書教諭の配置率は、2016年現在で小
学校98.4、中学校98.3%、高等学校96.1％ 83と高
いが、充て職（兼任）という制度上の制がある
ため司書教諭の教育課程支援には、職務に専念
できる時間が極端に少ないという困難がある。
　また、日本の司書教諭にはアメリカで見られ
るようなメディアスペシャリストのための国家
規格とガイドラインが学校司書との職務との兼
ね合いで必ずしも明確ではない。司書教諭がそ
の専門性を発揮できるように司書教諭のためガ
イドラインと学校経営に参画する校内組織に位
置付けられていることが重要である。
　アメリカでは、メディアスペシャリストの職
務に関する指針、指導目標があるが、2007年配
置率は現在のメディアスペシャリストの配置率
は60％あると言われ、各学校へのメディアスペ
シャリストの配置を求める「子どもの学習と図
書 館 に 対 す る 関 心 を 強 化 す る 法 律 案
（Strengthening Kids’ Interest in Learning 
and Libraries Act；SKILLs Act）」が2007年６
月26日、アメリカ連邦議会に提出されたと報じ
ら れ た84。 ま た、2015年 に も「SCHOOL 
L I B R A R Y  M E D I A  S P E C I A L I S T 
REQUIREMENTS」を内容とする法案「Skills 
Act（学校図書館メディア専門家要件）」85が出
ているが、成立したという報告はまだ見ていな
い。
５．結論
5.1　司書教諭の専門的職務
　以上のことから、学校図書館のカリキュラム
への支援はカリキュラム・マネジメントの目指
す学校教育の質の向上や学校教育の改善を目に
見える形で具体化するものである。
　学校図書館がカリキュラムへの支援を通して
教育の質の向上に貢献するためには、第１に、
カリキュラム・マネジメントが学校の教育改善
や教育の質の向上にあることを学校長はじめ学
校の教職員全員で認識し、学校経営のビジョン
に教育の質の向上を掲げる必要がある。第２に、
学校図書館の経営を掌る司書教諭がビジョンを
具体化するための一環としてカリキュラムへの
支援を行うためには、職務遂行のための時間の
確保と学校経営に参画する職位に就く必要があ
る。
　しかし、司書教諭を教諭の職位にある者から
充てるとすると学校教育法上の教員定数の縛り
から兼職にならざるを得ない。そこで教諭から
ではなく主幹教諭を充て、図書部として独立し
た組織の長とするならば、カリキュラムへの支
援を遂行する時間の確保が可能であり、かつ学
校経営における企画会議に参画することができ
る。しかし、そのためには、学校教育法による
職員定数の縛りがあり、事例に見るように何か
しらの運用上の工夫が必要である。学校図書館
によるカリキュラムへの支援とは、教科授業に
対する支援だけではなく、学校経営におけるカ
リキュラム・マネジメント（カリキュラムの計
画・実施・評価・改善）に学校図書館活用を反
映させていくことが重要である。
5.2　司書教諭の職位
　前節で述べた結論を実際に行うためには、以
下のような司書教諭の在り方も検討される必要
がある。結論を実践段階に移す戦略として提示
する。
　主幹教諭は学校教育に積極的に意見を述べ、
教職員と校長（副校長及び教頭）等管理職とを
結び、学校の構成員全員が学校経営に積極的に
参画するための媒介者的役割を期待されるもの
である。これらの点で、カリキュラム・マネジ
メントの導入と促進は主幹教諭の「命を受けて
校務の一部を整理し、並びに児童の教育をつか
さどる」職務に適合するものと言えよう。
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5.3　まとめ
　学校経営におけるカリキュラムの計画・実
施・評価・改善に学校図書館活用を反映させて
いくためには、学校図書館と教科担当者および
校長（副校長及び教頭）ら管理職とを繋ぐ媒介
者が存在する必要がある。よって、教科に指導・
助言（指示）を適切に行うことが可能である主
幹から学校図書館の経営を掌る司書教諭を選任
し、司書教諭はカリキュラム・マネジメントに
参画し、教育の専門家として学校図書館活用の
授業実践を行うべきである。
　畑中が指摘したように、従来の主任や主幹教
諭といった職位を担う教員は、職位があるから
こそ、ミドルリーダーとして他の教科に指導・
助言（指示）を行うことが可能となる。また、
奥村が指摘したように主幹教諭が教育の専門性
86を持つことで成果に繋がるとは司書教諭に
あっては専門がまさに成果として実るものであ
る。よって、司書教諭は教育に専門性を持ちな
おかつ学校図書館活用に通じていることでカリ
キュラム・マネジメントに参画し各教科に学校
図書館活用のカリキュラム・マネジメントへの
指導・助言を行うことが可能となる。
　また、八尾坂が指摘したように「主幹教諭の
重要な役割が経営参画である」87から主幹教諭
には「自校にとって適切な教育課程経営のため
には、PDCA の組織マネジメントをさらに充
実させる」88役割があるのである。
　学校教育における司書教諭のカリキュラム・
マネジメントへの参画は、司書教諭を主幹教諭
から選任し校務分掌中の役割を学校図書館の代
表として位置づけることで実現される。そのこ
との意義は、よりカリキュラム・マネジメント
を意識した学校経営が可能となるところにあり、
教育の充実を促進するものとなる。
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